
「原発ゼロと住民本位の復興を求める8・30ふくしま集
会」が福島市のパルセ飯坂で開かれ、1500人以上が参
加しました。原発依存への回帰や中部電力など電力会
社の不正、除染土壌処分問題が続く中、県内外から
「原発ゼロ」を求める声が集まり、大きな広がりを示
した集会となりました。

8月20日～21日、和歌山県紀の川市で全国青年部
主催の「夏の学習交流会」が行われ、福島県から4
名が参加しました。訪問した紀ノ川農協は、就農希
望者の研修を行うトレーニングファーム部会「ふた
ば塾」を設置し、就農支援に力を入れています。研
修受入れ農家と研修生の皆さんの未来を見据えた取
組みに大きな刺激を受けました。

オンラインから購入できます！
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福島県会津産小麦 100％
のそうめん。これからの
暑い季節にぴったりです。

化学農薬と化学肥料を使用していな
い有機JAS認証取得のお米です。自
然の栄養素がたっぷり含まれた美味
しいお米をぜひお楽しみください！

原発ゼロ、再エネ転換で希望の未来を原発ゼロ、再エネ転換で希望の未来を原発ゼロ、再エネ転換で希望の未来を 青年部・夏の学習交流会青年部・夏の学習交流会青年部・夏の学習交流会

８月１９日(水)

9：00

11：20

14：00

15：00
16：00

18：30

８月２０日(木)

9：00 
15：00

８月２１日(金)

阿蘇熊本空港着
１００年ボンドにて昼食 
コミュニティ農園見学・意見交換
（三圃転換畑、市民農園区画、薬草園、果樹）
宿泊施設チェックイン

出発、移動
・国道３号線を南下
・宇城市内被災状況視察
・松橋町（宇城市の中心地）から県道
・車上から氷川町、鏡町の被災状況見る。
八代市妙見の『とら太の会』事業所着、
『Ｒ８年熊本地震被災地障害者センター』事務局長の
東俊裕弁護士より被災状況、支援活動について聞く。
紺屋本農園見学
（米＋トマト＋肥後グリーンメロン）、
水田用水路の損壊、冬場暖房用石油タンクの損壊、
周辺農家の被災状況を聞く。
紺屋本稔さんは熊本県農民連の役員。
水俣病記念館
帰路、崩落した麦島橋、八代城石垣、日本製紙八代工場、
国道３号線沿いの被災状況見ながら熊本市内へ
和数寄司館帰着

上天草市大矢野産直センターへ
大矢野産直センター松田さんと懇談
大矢野産直センターのミカン園視察
熊本空港着　悪天候のため２時間遅れで伊丹へ
福島空港着

9：00
11：30
13：00
15：00
20：30

８月１８日(火)

11：50
13：00　
14：00　

17：00

前回地震の阿蘇周辺へ
菊陽町のＴＳＭＣ　半導体工場周辺視察
空港へ移動　悪天候のため欠航　熊本市内泊

熊本地震支援・日程表

　
8
月
18
日
か
ら
熊
本
地
震
支
援
の
第
一
陣

と
し
て
熊
本
へ
。福
島
県
農
民
連
か
ら
根
本

県
連
会
長
。あ
だ
た
ら
食
農
ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ

フ
ア
ー
ム
か
ら
近
藤
匠
さ
ん
。障
害
者
施
設

の
竹
島
真
二
さ
ん
加
藤
慎
さ
ん
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

熊
本
県
農
民
連
の
支
援
組
織
が
ま
だ
、出

来
上
が
っ
て
い
な
い
の
で
、元
熊
本
県
農
民

連
の
事
務
局
長
だ
っ
た
宮
田
喜
代
志
さ
ん
に

現
地
の
案
内
を
お
願
い
し
ま
し
た
。宮
田
さ

ん
は
、障
害
者
施
設
の
運
営
と「
農
福
連
携
」

の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
ず
、訪
れ
た
の
が「
１
０
０
年
ボ
ン
ド
」

農
福
連
携
で
障
害
者
の
自
立
を
め
ざ
す
組

織
。熊
本
市
内
は
、地
震
の
被
害
は
見
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。で
も
、障
害
を
持
つ
人
た

ち
の
地
震
へ
の「
不
安
」は
私
た
ち
が
考
え
る

以
上
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

8
月
19
日　

国
道
３
号
線
を
南
下
。宇
城

市
内
へ
。屋
根
に
青
い
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
が
点

在
す
る
。で
も
、国
道
は
車
の
往
来
は
渋
滞
は

あ
る
が
ま
あ
動
い
て
い
る
。車
窓
か
ら
は
市

民
の「
苦
し
み
」を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　
『
と
ら
太
の
会
』事
業
所
。障
害
を
持
つ
人

た
ち
と
ス
タ
ッ
フ
が
か
き
氷
を
作
っ
て「
笑
顔

で
」迎
え
て
く
れ
た
。『
Ｒ
8
年
熊
本
地
震
被

災
地
障
害
者
セ
ン
タ
ー
』事
務
局
長
の
東
俊

裕
弁
護
士
が
応
対
。彼
自
身
障
害
者
。目
が
優

し
い
。障
害
者
の
権
利
と
自
立
の
た
め
に
気

負
う
こ
と
な
く
奮
闘
す
る
姿
に
感
動
。

　
『
と
ら
太
の
会
』を
後
に
し
て
、農
民
連
会

員
の
紺
屋
本
稔
さ
ん
宅
へ
。地
震
の
時
、立
っ

て
い
ら
れ
ず
四
つ
ん
這
い
で
お
さ
ま
る
の
を

待
っ
た
。ト
マ
ト
の
ハ
ウ
ス
の
重
油
タ
ン
ク
は

倒
れ
た
。ハ
ウ
ス
の
中
も「
液
状
化
」で
ト
マ

ト
の
定
植
を
遅
ら
せ
て
い
る
。

　
「
い
ま
ど
ん
な
支
援
が
必
要
で
す
か
」と
聞

く
。

「
い
ろ
い
ろ
物
資
も
必
要
だ
し
、水
や
電
気
の

復
旧
も
大
事
だ
が
、こ
う
し
て
俺
た
ち
の
話

を
聞
い
て
く
れ
る
こ
と
が
、う
れ
し
い
。」

　
訪
問
し
た
全
員
の
目
が
紺
屋
本
さ
ん
の
姿

に
く
ぎ
付
け
に
な
っ
た
。

「
苛
政
は
虎
よ
り
猛
し
」　

　
悪
天
候
に
よ
る
欠
航
の
た
め
、翌
日
、上
天

草
の
大
矢
野
産
直
セ
ン
タ
ー
へ
向
か
う
。天

草
の
海
岸
の
絶
景
を
堪
能
。大
矢
野
産
直
セ

ン
タ
ー
の
松
田
事
務
局
長
の
案
内
で
ミ
カ
ン

園
を
見
る
。「
ミ
カ
ン
は
、急
斜
面
な
の
で
ど

ん
ど
ん
ミ
カ
ン
園
が
な
く
な
っ
て
ゆ
く
。悲

し
い
が
、と
る
べ
き
手
段
が
な
い
」

　
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
よ
り
も「
人
災
」の

痛
手
の
大
き
さ
は
、は
る
か
に
人
間
を
痛
め

つ
け
る
。

熊
本
支
援
に
参
加
し
て　

竹
島
真
二（
就
労
支
援
事
業
所
理
事
）

　
熊
本
地
震
の
被
災
地
支
援
の
た
め
、熊

本
県
を
訪
問
。障
が
い
者
施
設
や
生
活
介

護
の
事
業
所
を
訪
問
さ
せ
て
頂
き
、現
地

の
被
災
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。瓦
屋
根

が
大
き
く
崩
れ
落
ち
、家
屋
が
倒
壊
し
た

瓦
礫
の
様
子
か
ら
、被
災
の
深
刻
さ
と
悲

し
い
環
境
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

障
害
の
あ
る
方
々
が
直
面
す
る
困
難
を

実
感
し
、支
援
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま

し
た
。被
災
者
の
皆
様
の
一
日
も
早
い
復

興
を
願
っ
て
い
ま
す
。

被
災
者・弱
者
が
置
き
ざ
り
に
さ
れ
る
被
災
地
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。

福
島
県
農
民
連・熊
本
地
震
支
援
へ
行
く

宇城市内の倒壊した家屋。
耐震のない日本家屋が多く被災

「とら太の会」で、東事務局長と。 右から3人目、紺屋本さん。
燃料タンクが壊れ、ハウスの中は液状化でトマトの作付けが遅れる。

大矢野産直センターの会員さんのミカン畑。
どんどん、ミカン畑が放棄されている。

九州自動車道  八代市上方町  道路が寸断。


